
FUTURE PORT PROJECT

地域社会への頁献

港湾における資源循環型社会の実現
処分場をカーボンニュートラル拠点へ

CCS Project

Circular Economy

海面処分場を活かした CCSおよび CCUSモデル

港湾インフラにおける独自技術の展開

• 埋立跡地の早期利用

• 産業活動の活性化
• 処分場内の水質浄化

• 廃棄物埋立地盤の浄化

環境の改善
• CO₂回収による排出量削減

• カーボンリサイクル

脱炭素の推進

※概念図（実景ではありません）
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「温室効果ガスの吸収・利用等によるカーボンリサイクルモデル」に採択

ENVIRONMENTAL  TECHNOLOGY

海面処分場 での CO ₂固定
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埋立地盤に長期間固定

アルカリ性の廃棄物と処分場内水にCO₂を吸収

lOOOt−CO₂/年※【ルート A】散水処理

カルシウムを含む廃棄物を含水状態にて管理し、 CO₂を反応

させる工法

2つの固定化ルート

水中の高濃度カルシウムとCO₂を反応させる工法

【 ルート B】 UFB曝気処理 5～lOt− CO₂/ ha/年※

※実績に基づきポテンシャルを推計

排出ガス・大気中の CO₂

温暖化要因となるガス

資源の役割

焼却灰（アルカリ性廃棄物）

酸化カルシウム(CaO)を多く含むアルカリ分の粒子

処分場内水

廃棄物からカルシウムが溶け出した高アルカリ性の水
【 炭酸塩化メカニズム】

CaO  +  H₂O  →  Ca²⁺+  2OH⁻

CO₂+  H₂O  →  2H⁺+  CO₃²⁻

Ca²⁺+  CO₃²⁻→  CaCO₃

埋立
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